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第 17回世界湖沼会議サテライトつちうら 開催結果

１ 経過

平成 29年 ８月 ４日 第１回サテライトつちうら実行委員会

平成 29年 ８月 30日 第２回サテライトつちうら実行委員会

平成 29年 10月 ６日 第３回サテライトつちうら実行委員会

平成 29年 11月 29日  第４回サテライトつちうら実行委員会

平成 29年 12月 17日 ハイスクール会議キックオフ集会

平成 30年 １月下旬 事例発表者の募集開始

平成 30年 ２月 23日 第５回サテライトつちうら実行委員会

平成 30年 ２月下旬 広告協賛企業の募集開始

平成 30年 ４月 17日 第 1回メイン大会担当団体会議

平成 30年 ４月 17日～30日 世界湖沼会議開催記念 廃ガラスアート作品展

平成 30年 ４月 26日 第６回サテライトつちうら実行委員会

平成 30年 ５月上旬 みんなの湖沼写真コンテスト募集開始

平成 30年 ６月 13日 第２回メイン大会担当団体会議

平成 30年 ６月 22日 第７回サテライトつちうら実行委員会

平成 30年 ７月 16 日 第１弾 サテライトつちうら開催 来場者数 約 6,000 人

-泳げる霞ヶ浦市民フェスティバル ハイスクール会議-

平成 30年 ７月 24日～29日 世界湖沼会議開催記念 廃ガラスアート作品展

平成 30年 ８月 25 日 第２弾 サテライトつちうら開催 来場者数 約 4,800 人

-茨城県霞ケ浦環境科学センター夏まつり 流域連携市民会議-

平成 30年 ８月 29日 第８回サテライトつちうら実行委員会

平成 30年 10月 １日 第９回サテライトつちうら実行委員会

平成 30年 10月 ９日～14日

第３弾 サテライトつちうら-映像展（13日まで），廃ガラスアート大作品展-

平成 30年 10月 13日 第３弾 サテライトつちうら開催 来場者数 約 10,000 人

-サテライトつちうらメイン大会-

平成 30年 10月 16日～平成 30年 10月 21日 サテライトつちうら -みんなの霞ヶ浦展-

平成 30年 10月 18 日 第 17 回世界湖沼会議（いばらき霞ヶ浦 2018）発表

-霞ヶ浦セッション サテライトつちうら事業報告-
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２ 総括

土浦におけるサテライト会場の取組みは，「霞ヶ浦（自然）の恩恵を未来に引き継ぐために 私たちのパ

ートナーシップ」をテーマに掲げ，第１弾として「泳げる霞ヶ浦市民フェスティバル」，第２弾として「茨

城県霞ケ浦環境科学センター夏まつり」，そして本会議開催直前に第３弾として「サテライトつちうらメイ

ン大会」を開催しました。

第１弾から第３弾のそれぞれの企画及び運営にあたり，様々な主体とのパートナーシップを発揮し，開

催することが出来ました。

第１弾として位置づけた「泳げる霞ヶ浦市民フェスティバル」は，1995年に茨城県で開催された世界湖

沼会議を契機に設立された一般社団法人霞ヶ浦市民協会が，市民や各種団体，行政，事業者，とともに毎

年開催している水辺のイベントで，23 回目の今年も約 30 団体が参加しました。屋外では，カヌー，キャ

スティングゲーム，スラックラインなどの体験ブースや各種展示ブース，飲食ブース，移動動物園のほか，

市内及び近隣の小学生による吹奏楽演奏，さかなクンのトークショーなどを，屋内では，市内及び近隣の

高校６校の生徒により霞ヶ浦やその流域の将来像について発表し，お互いに話し合う「ハイスクール会議」

を行いました。ハイスクール会議は，昨年 12月のキックオフ集会を皮切りに，他校との交流の中で霞ヶ浦

や流域に関する勉強会や実地研修を経験し，霞ヶ浦等に関する知識を深めてきました。

当日は，科学，化学，地学，経済，産業，文化など多岐にわたる視点から，霞ヶ浦の水質浄化や流域の

地域経済，観光資源等への提言等が語られ，会場は約 150名の聴衆とともに熱気にあふれました。ディス

カッションでは茨城大学の黒田久雄教授が座長となり，生徒全員が顔を合わせながら意見交流を行い，ま

とめられた内容をフェスティバルのステージで発表しました。次代を担う高校生たちが，身近な環境に関

心を持ち，持続可能な生態系サービスの実現について考え話し合ったことが，霞ヶ浦や流域の将来に活か

されることを願っています。

第２弾として位置づけた「茨城県霞ケ浦環境科学センター夏まつり」は，第６回世界湖沼会議を契機と

し平成 17 年に茨城県により設立された霞ケ浦環境科学センターを会場に開催され，毎年，８月末に開催

されています。

今年度は，夏まつりを主催する同センターと連携して認定 NPO法人宍塚の自然と歴史の会が企画する流

域連携市民会議を開催しました。テーマを「ココにあります★霞ヶ浦のミライーこれからの霞ヶ浦とその

流域を知ろう，語ろう，考えようー」として，漁業者・農業者・林業従事者・里山保全のＮＰＯ及び大学

生が，流域の視点から霞ヶ浦の魅力や保全，そして未来を語り，会場内の参加者と共に霞ヶ浦の将来像に

ついてディスカッションを行いました。また，参加者には霞ヶ浦とその流域をよく知ってもらうためのク

イズ大会を開催しました。

クイズ大会は，霞ヶ浦，漁業，農業，林業，里山に関連した問題が出題され，それをヒントパネルを見

ながら解くというもので約 560人の参加が得られ，霞ヶ浦流域の理解を深めることができました。

シンポジウムは，霞ヶ浦流域にて生業営む方々と保全活動を営む団体が一堂に会するというこれまであ

まり行われない形での開催が実現し，流域という視点で霞ヶ浦をとらえる大切さが共有のものとなりまし

た。

本会議直前の 10 月 13 日（土）に土浦駅の周辺で実施したメイン大会では，NPO 法人水辺基盤協会によ

るゴミ拾いにはじまり，土浦港では霞ヶ浦遊覧，カヌー体験等が行われ，一般社団法人土浦青年会議所に
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よる SDGｓクイズ大会，土浦商工会議所青年部による YEG うまいもの市とサイクリングイベント，NPO 法

人エコレンが１年間の出前講座などによって作成した世界湖沼会議版 廃ガラスアート作品展示，一般社

団法人霞ヶ浦市民協会によるみんなの湖沼「映像展」，つちうらが好き！実行委員会によるライブ＆マルシ

ェ，土浦市環境基本計画推進協議会による第 13 回土浦市環境展を開催し，多くの方のご来場をいただき

ました。

メイン会場となった L’AUBE前の土浦港防潮堤には，土浦市内の高校生や専門学校生，有志のアーティ

ストの方々による真新しい壁画が１６作品完成し，訪れた人を魅了しました。メイン会場では，４７団体

のこれまでの活動発表が集まり，情報交換が行われました。多くの団体が実施する霞ヶ浦とその流域にお

いて自然の恵みを未来に引き継ぐための活動をそれぞれが感じとり，情報を共有することができました。

発表者のポスターは，世界湖沼会議の本会議期間中を含む 10月 16日から 10月 21日まで，土浦駅前のア

ルカス土浦１階にあります土浦市民ギャラリーにおいて展示しました。

プログラム最後のパネルディスカッションでは，茨城大学農学部黒田教授のコーディネーターのもと，

サテライトつちうら第１弾泳げる霞ヶ浦市民フェスティバルのハイスクール会議を担当した「一般社団法

人霞ヶ浦市民協会」市村理事長, サテライトつちうら第２弾茨城県霞ケ浦環境科学センター夏まつり流域

連携市民会議を担当した「認定 NPO法人宍塚の自然と歴史の会」及川理事長，土浦以外の４ケ所のサテラ

イトとの連携・調整を図っていた「世界湖沼会議市民の会 ’18」吉田事務局長，霞ヶ浦の管理者である国

土交通省関東地方整備局霞ヶ浦河川事務所小栗副所長，茨城県県民生活環境部環境対策課栗田課長の５名

により，これまでの開催状況を踏まえたディスカッションを行い，次のような結論を得ました。

・霞ヶ浦への関心は多様であり、その環境問題は水質から生態系に関することに移行して

きた。

・すべての関係者による話し合いを通じて連携し、互いに理解することが重要である。

・基盤、供給、調整サービスを維持しつつ、文化的サービスが享受できるように霞ヶ浦の

将来像を再構築する必要がある。

今後もこのようなイベントや情報共有できる機会をとおして，お互いの理解を深め合い，市民・市民団

体，事業者，研究者，行政のパートナーシップがさらに発展し，いつまでも全ての人に愛される霞ヶ浦で

あり続けることを目指して活動を継続して行くことを確認しました。
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３ 記録写真

（１）サテライトつちうら第１弾 泳げる霞ヶ浦市民フェスティバル

土浦市 中川市長挨拶 （一社）霞ヶ浦市民協会 市村理事長挨拶

ハイスクール会議 各高校よりの提言① ハイスクール会議 各高校よりの提言②

ハイスクール会議 提言に対するコメント ハイスクール会議 ディスカッション①

ハイスクール会議 ディスカッション② ハイスクール会議 屋外ステージ発表
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ハイスクール会議 全体集合写真

屋外ステージ カヌー体験ブース

降雨体験車ブース 各種体験ブース
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（２）サテライトつちうら第２弾 茨城県霞ケ浦環境科学センター夏まつり

エントランスホール クイズ大会

土浦市 五頭副市長挨拶 霞ケ浦環境科学センター 福島センター長挨拶

認定 NPO法人宍塚の自然と歴史の会

及川理事長挨拶

特別講演「霞ヶ浦について」 相﨑守弘氏（島根

大学名誉教授・前霞ケ浦環境科学センター長）

流域連携市民会議 発表① 流域連携市民会議 発表②及び会場風景
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流域連携市民会議 ディスカッション① 流域連携市民会議 ディスカッション②

流域連携市民会議 ディスカッション③

屋内ブース 屋外ブース
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（３）サテライトつちうら第３弾 メイン大会

オープニングイベント 亀城太鼓保存会
オープニングイベント

土浦市立第二小学校合唱団

オープニングイベント 合唱団きんもくせい ・ 土浦市立第二小学校合唱団

開会式 開会式 土浦市 中川市長挨拶

開会式 茨城県県民生活環境部 齋藤部長挨拶
開会式 第 17回世界湖沼会議

サテライトつちうら実行委員会 阿部委員長挨拶
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話題提供 土浦の自然を守る会 奥井氏 メイン会場 入口

メイン会場 ロビー メイン会場 ポスターセッション

メイン会場 パネルディスカッション① メイン会場 パネルディスカッション②

メイン会場 パネルディスカッション③ メイン会場 パネルディスカッション④
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ゴミ拾い（陸上）

ゴミ拾い（水上・防塵挺身隊）① ゴミ拾い（水上・防塵挺身隊）②

防潮堤の壁画アート 完成セレモニー 防潮堤の壁画アート①

防潮堤の壁画アート②
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霞ヶ浦観光遊覧船（ジェットホイルつくば号）

霞ヶ浦観光遊覧船（ホワイトアイリス号） カヌー及びアクセスディンギー体験

SDGｓクイズ大会＆フラタヒチアンダンスショー フラタヒチアンダンスショー

SDGｓクイズ大会
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YEGうまいもの市① YEGうまいもの市②

YEGサイクリングイベント① YEGサイクリングイベント②

YEGサイクリングイベント③

ランニングバイク試乗会① ランニングバイク試乗会②
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霞ヶ浦の恵み deお・も・て・な・し① 霞ヶ浦の恵み deお・も・て・な・し②

ミニ FM放送局① ミニ FM放送局②

映像展（みんなの湖沼写真コンテスト入賞作品）

映像展（茨城県知事賞「厳冬の十和田湖」） 映像展（動画）
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廃ガラスアート大作品展①

廃ガラスアート（第 17回世界湖沼会議 ver.） 廃ガラスアート大作品展②

つちうらが好き！ライブ うららマルシェ

つちうらが好き！ライブ＆うららマルシェ
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第 13回土浦市環境展

環境展（ステージショー） 環境展（工作ブース）

市民団体・企業・行政による展示体験ブース① 市民団体・企業・行政による展示体験ブース②

市民団体・企業・行政による展示体験ブース③ 市民団体・企業・行政による展示体験ブース④

― 191 ―




